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首都圏における分散型ネットワーク構造と業務核都市
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・業務核都市…
東京都区部における人口及び行政、経済、文化等に関する機能の過度の集中を是正し、こ
れらの機能の東京圏における適正な配置を図るため、東京圏における東京都区部以外の地
域においてその周辺の相当程度広範囲の地域の中核となるべき都市の区域。

＜多極分散型国土形成促進法（昭和６３年６月法律第８３号）＞

１５核都市

２３市町
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業務核都市の事業進捗状況

業務核都市基本構想に基づく施設の整備は一定の進捗を見せている。
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業務機能の集積等の観点からは、必ずしも十分な成果を上げているとは言い難い都市もある
が、業務機能に限らない母都市の育成を狙うという当初目的をふまえ、広域拠点都市という
観点で見た場合には、拠点形成は一定の成果があったといえる。

業務核都市における昼間人口の推移

資料）総務省統計局「国勢調査人口」より作成
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業務核都市群の拠点形成状況

業務核都市における夜間人口の推移

資料）総務省統計局「国勢調査人口」より作成
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業務核都市群の拠点形成状況

業務核都市における都区部への通勤流出率と就従比（2000年）

資料）総務省統計局「国勢調査人口」より作成
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業務核都市の指定状況

埼玉中枢

八王子・立川・多摩

成田・千葉ﾆｭｰﾀｳﾝ

熊谷・深谷

厚木

川越・鶴ヶ島・日高

青梅
柏

横浜

川崎

木更津

春日部・越谷

町田・相模原

土浦・つくば・牛久

千葉
相模原市の旧津久井町、
旧相模湖町の範囲は、基
本構想から除かれている。
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周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

（１）つくば市

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

つくば市

200,546人

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）
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40,177人

土浦市

144,060人

牛久市

77,220人

業務核都市

業務核都市（つくば市）隣接市町村

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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・昼間人口が、地域で唯一増加傾向
・将来の人口増加も予想される
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（２）さいたま市

業務核都市

業務核都市（さいたま市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

さいたま市

1,176,269人

川越市

333,765人

上尾市

220,223人 春日部市

238,499人

越谷市

315,782人
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63,473人
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116,645人
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124,298人

志木市

67,438人

富士見市

104,752人

・合併効果もあるが、連たんする核都市群に
あって、人口増加顕著
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（３）川越市

業務核都市

業務核都市（川越市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

さいたま市

1,176,269人

川越市

333,765人

川島町

22,911人

坂戸市

98,957人

鶴ヶ島市

69,788人
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ふじみの市
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220,223人

富士見市

104,752人

三芳町

37,071人

・人口動向が所沢市に類似
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（４）熊谷市

業務核都市

業務核都市（熊谷市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

熊谷市

191,109人

深谷市

146,447人

群馬県太田市

213,300人
群馬県大泉町

41,473人

群馬県千代田町

11,619人

行田市

88,815人

吉見町

22,219人

鴻巣市
119,588人

東松山市

91,300人

滑川町

15,432人

江南町

13,567人

・自治体単位での拠点性が見えにくい地域
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（５）越谷市

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

業務核都市

業務核都市（越谷市）隣接市町村

昼間人口（実績値）の推移
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周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

さいたま市

1,176,269人

春日部市

238,499人

越谷市

315,782人

川口市

479,986人

草加市

236,268人

吉川市

60,282人

松伏町

30,821人
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（６）千葉市

業務核都市

業務核都市（千葉市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

千葉市

924,353人

市原市

280,241人

八千代市

180,731人 佐倉市

171,231人

習志野市

158,750人

四街道市

84,769人

八街市

75,728人

東金市

61,701人

大網白里町

49,545人

茂原市

93,262人
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（７）木更津市

業務核都市

業務核都市（木更津市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

市

原

市

木

更

津

市

君

津

市

袖

ケ
浦

市

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
2010年 2015年 2020年

（人）

昼間人口（実績値）の推移

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

市

原

市

木

更

津

市

君

津

市

袖

ヶ
浦

市

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年

（人）

周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

市原市

280,241人

袖ヶ浦市

59,109人

木更津市

122,208人

君津市

90,978人



15

（８）成田市

業務核都市

業務核都市（成田市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
2010年 2015年 2020年

（人）

周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

成田市

121,150人

神崎町

6,705人

茨城県河内町

10,959人

香取市

87,332人

栄町

24,378人

本埜村

8,392人

昼間人口（実績値）の推移
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12,653人
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51,373人 芝山町

8,387人

多古町

16,950人
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（９）柏市

業務核都市

業務核都市（柏市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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昼間人口（実績値）の推移
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（人）

周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

柏市

381,016人

野田市

151,229人

流山市

152,653人

茨城県守谷市

53,710人

茨城県取手市

111,329人

我孫子市

131,198人

白井市

53,011人

松戸市

472,504人

鎌ヶ谷市

102,822人

印西市

60,061人

・近い将来、全体的に人口減少傾向をみせる地域
・柏市の昼間人口の伸び特徴的



17

（１０）八王子市

業務核都市

業務核都市（八王子市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

神奈川県相模原市

667,683人

八王子市

560,048人

檜原村

2,930人

あきる野市

79,567人

神奈川県相模原市

667,683人

神奈川県藤野町

10,825人

福生市

61,058人

昭島市

110,140人

日野市

176,490人

多摩市

145,887人

神奈川県城山町

23,060人

町田市

404,798人
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（１１）立川市

業務核都市

業務核都市（立川市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

昼間人口（実績値）の推移
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立川市

174,287人

武蔵村山市

66,567人

東大和市

79,332人
福生市

61,058人

昭島市

110,140人

日野市

176,490人

国立市

72,669人

国分寺市

117,663人

小平市

183,792人

・昼間人口規模、伸びともに特徴的
・立川駅の拠点性
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（１２）厚木市

業務核都市

業務核都市（厚木市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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222,349人
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100,573人秦野市
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座間市

128,182人
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（１３）青梅市

業務核都市

業務核都市（青梅市）隣接市町村

備考）地図中の人口は2005年国勢調査人口（要計表）

周辺自治体との関係に見る業務核都市の拠点性

資料）1980～2005年のデータについては、総務省統計局「国勢調査人口」の実績値（2005年人口は要計表）

2010～2020年の将来データについては大都市圏計画課による暫定的な推計値

青梅市

142,333人

夜間人口（実績値・推計値）の推移
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埼玉県入間市

148,576人

埼玉県飯能市

84,860人

あきる野市

79,567人

羽村市

56,503人

瑞穂町

33,692人

日の出町

15,941人

奥多摩町

6,739人
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事務の共同執行の仕組みは、事務の委託、一部事務組合方式が中心。
（また一部事務組合の事務の種類別では、ごみ処理、し尿処理、消防等が主な事務。）
この他、地方自治法に基づき、広域行政機構を設置し計画策定にあたる地域もみられる。

地方公共団体における事務の共同処理の状況

地方公共団体における事務の共同処理の状況（事務分野別）・該当数（全国）

参考）例 環境衛生：ごみ処理・し尿処理・上水道、防災：消防・水防・消防災害補償、厚生福祉：老人福祉・病院、第１次産業振興：林道林野・農業共済 など。
備考）総務省自治行政局市町村課「地方公共団体間の事務の共同処理の状況調（平成16年7月1日現在）」の概要

　　　　　共同処理方法

分野
協議会

機関又は吏
員等の共同

設置
事務の委託

一部事務組
合

広域連合
地方開発事

業団
計

１ 地域開発計画 128 0 0 245 48 0 421

２ 総合開発計画 6 0 0 6 0 1 13

３ 第１次産業振興 14 0 173 295 4 0 486

４ 第２次産業振興 0 0 1 12 1 1 15

５ 第３次産業振興 0 0 9 45 9 0 63

６ 輸送施設 7 0 61 32 4 0 104

７ 国土保全 3 0 1 7 1 0 12

８ 厚生福祉 10 263 365 755 115 0 1,508

９ 環境衛生 25 3 641 1,826 77 0 2,572

１０ 教育 168 47 434 283 10 0 942

１１ 住宅 0 0 15 5 0 0 20

１２ 都市計画 2 1 5 29 3 0 40

１３ 防災 5 3 461 1,133 50 0 1,652

１４ その他 609 146 6,549 532 49 0 7,885

総計 977 463 8,715 5,205 371 2 15,733
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主な共同執行の事例１

ごみ処理に係る一部事務組合等と、清掃工場（一般ごみ焼却施設）の分布

（１）ごみ処理

資料）環境省「一般廃棄物処理事業実態調査（平成15年度調査結果）」（平成17年12月）より作成


